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論  文  内  容  の  要  旨  

氏  名  （     金 裕彬      ）  

論文題名 

 

飯沢匡作品研究 

 

 

論文内容の要旨 

 

本論文は日本の近現代風刺喜劇作家である飯沢匡の代表作を考察し、日本演劇史における飯澤の作品の意義を明

らかにすることを目的とする。飯沢匡は日本では少ない風刺喜劇を主に描き下ろした劇作家であり、彼の作品群は

日本の演劇史において特色が濃い作品であるにも関わらず研究の事例がなかった。戦争中から1980年代までたゆま

ずに社会風刺喜劇を書いていて、様々な劇団によって上演されてきた。本論文では作品が書かれた時期を戦争中、

戦争直後、1970年代以降の3期に区分し、各作品の特徴について考察する。 

まず序章では飯沢匡の生い立ちと初期作品について考察する。飯沢は裕福な家庭で育ち、その経験を生かして文

化学院在籍中に処女作である『画家への志望』と『藤原閣下の燕尾服』を書き下ろした。これらの作品は文化学院

の文学部の劇団「テアトル・コメディー」によって上演された。「テアトル・コメディー」は以降文学座に繋がっ

ていて、これは飯沢と文学座との縁の始まりであった。 

第一章では戦争中に書かれた二作品『北京の幽霊』と『鳥獣合戦』を中心に、検閲があった時代にどのような工

夫をして上層部への風刺作品が無事に上演されることができたかについて考察する。 

第二章では戦争直後の作品の中で『塔』と『もう一人のヒト』を取り上げ、各作品の頭頂について考察する。戦

争中に徹底的な非リアリズム作品を書いていた飯沢はこの時期からリアリズムの方に変わることになる。戦争後の

不安定な時期にどのような風刺喜劇が完成されたかについて明らかにする。 

第三章では飯沢の政治風刺喜劇３部作のなかで『多すぎた札束』と『クイズ婆さんの敵』から本格的政治風刺喜

劇がどのような形で書かれているかについて考察する。各作品は実際にあった政治スキャンダルからモチーフをと

っていて注目すべきである。 

全般的に見ると、飯沢の作品は当時の時代を風刺する事が多く、戦争の前後に書かれた作品は反戦・政権批判・

天皇制反対の内容を含めている。後半の作品は実際起きた政治スキャンダルを用いることで当時の政権を批判して

いた。 

飯沢匡は約50篇程の戯曲作品を残している。そして劇団文学座・劇団民藝・青年劇場とも深い縁を結んでいる。

しかし、彼の作品に関する研究は行っておらず、時々雑誌の特集記事などで劇評が少し見れる程度である。本論文

は初めての飯沢匡の作品の研究論文としての意味を持てればと思う。飯沢の作品の中で戯曲作品は『飯沢匡喜劇

集』（全6巻）、『飯沢喜劇全集』（全6巻）で確認できる。また飯沢は本人の演劇論が含まれたエッセイ集もいく

つか出版していて、その代表的な本は『武器としての笑い』（1977年）である。『コメディの復讐』（1986年）に

は飯沢の演劇論と劇評などが載っているので彼の演劇世界を理解するのに潤いになると思う。本論文で考察する作

品はその一部分で過ぎないが、本論文が飯沢匡の作品が再照明されるきっかけになることを願う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 








